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桂キャンパス　工学研究科化学系図書室　　冨 田 知 子
― ―
2004年１月
15
書室が出来て数ヶ月ですが、そんなお粗末な内
容にも関わらず多くの利用者があります。これ
らの専門図書を整理し、さらに充実させていく
というのがこれからの大きな仕事でもありま
す。
現場で教官、学生と接していると、化学を研
究している人の世界がもっている空気が伝わっ
て来ます。膨大なデータベースを駆使しながら
日々格闘しているのであろうことを思うと、正
直大変な世界になってしまったと思ってみたり
もします。常に他人の研究内容をチェックしな
ければ自分の研究が進められないといったこと
も聞きます。厳しい世界ではありますが、「競
争原理」や「効率」ばかりが重視されるのであ
ればあまりにも寂しいことです。
世界がどんなに変動しても、というより変化
が激しいほどその状況をしっかり理解しなけれ
ばならないと思います。書籍にじっくり向き合
う人の為に、やはり司書の役割は重大であるこ
ともまた変わりないはずです。人事異動の激し
い昨今ではありますが、逆に化学分野の図書室
（合成・生物化学）に長くいたことが、強みに
なるようこころしたいものです。
さらに、「開かれた図書室」、「情報発信する
図書室」といった難しい課題もあります。
なにはともあれ、「化学系図書室」が新しい
地・綺麗な建物に生まれ3ヶ月、規模も適宜で、
運営も軌道にのりつつあります。
過去、現在、未来が混交する中で日々翻弄さ
れている私ではありますが、日常性を突き破ら
れいろいろ考えさせられる生活を送れることは
幸せな廻り合せだったのかも知れないと、最近
思っております。
職員は１人だと述べましたが、実は多くの
方々に助けていただいております。特に工学部
図書掛の方には吉田に残してきた雑誌の整理や
後片付けや2004年の準備等、多大なお世話にな
り感謝しております。 2003.11.25
（とみた　ちかこ）
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